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研究成果の概要（和文）：地域の伝統的な付属小屋建築に関する調査を実施し、木材の多彩な選択的利用方法や、それ
に応じた架構法と、その立地について検証した。各地の板倉の調査からは、主屋とは異なる建築構法と使用木材種が確
認されると同時に、主屋と倉を離して配置する群倉立地が確認された。既往研究の少ない山陰地方における基礎的調査
により、新たな付属建築物等を確認することができ、今後の調査につながる資料として整備することができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated wooden old buildings for confirm the selective use 
of wood. Wooden storehouse was different from a main house in the structure and wood, and was located in 
a far place from a main house. And we found out new kind of buildings in Sanin-district, it enables 
development of this study.
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１．研究開始当初の背景 
農山漁村の伝統的な集落においては、それ

ぞれの生業に対応した作業や保存の場とし
ての木造の付属小屋が造られてきている。そ
れらは主屋とは形式を異にし、働くという利
用目的のために特化した建築となっている。
倉や納屋、馬屋などが一般的だが、その他に
も煙草乾燥小屋・養蚕小屋・木小屋など地域
によって多種多様である。  

これらの付属建築物を建設する際には、地
域材を用い、地域の技術で建設されことが一
般的であった。木材の使用にあたっては、建
物の使用目的と部位に応じて木材種を選定
し、また樹木の成長段階に応じた使い分けが
行なわれてきた。さらに使用目的と木材の特
性に応じた木組みの加工法の選択も行なわ
れている。これらの付属建築物の建設される
場所に関しては、主屋等との位置関係に応じ
て様々な立地形式が見られる。 
現在の木造建築物においては、新たな法整

備（木造建築物木材利用促進法など）により、
木材の建築物への積極的な利用が期待され
ている。しかしながら現状では、限られた木
材種を、限られた加工法により利用すること
が多い。多彩な森林資源を有効に活用してい
くために、今後は様々な木材種を建築物の使
用目的に応じて選択的に組み合わせて使用
する手法の確立が必要となっている。 
 
２．研究の目的 
 今後の木造建築物のあり方を考えていく
際には、かつての伝統的な木造建築物によっ
て培われてきた木材の選択的利用技術を確
認したうえで、現代的な技術へと応用してい
くことが、一つの方向性として考えられる。
本研究においては、そのための基本資料の収
集と整理を行なうことを目的とする。 

特に部材の使い分けや建築構法の相違が
顕著にみられる付属小屋を調査対象の中心
に位置付けることにより、地域性や用途に応
じた分析が可能となるよう配慮しつつ、次の
点を明らかにしていく。 
①文献調査により、現在までに報告されてい
る付属小屋に関する情報（種類・分布）を整
理する。 
②文献調査により、比較対象とする主屋にお
ける木材の選択的利用法について概要を整
理する。 
③現地調査により、数地域における特徴的な
付属小屋の詳細図面を採取し、聞取り調査を
行なうことで、地域技術による木材の選択的
利用法を確認する。 
 
３．研究の方法 
 付属小屋建築物に関する文献調査及び現
地調査を行なう。 
 
Ａ：文献資料の収集・整理 
 基本文献により日本国内の付属小屋の種
類と分布を確認する。また、基本文献により

検討するうえでの比較材料とする主屋にお
ける木材使用法の概要を整理する。 
 基本的な資料として、「日本農民建築」南
洋堂書店,1972、「日本の民家」明玄書房,1967、
「日本の民家 調査報告書集成」東洋書
林,1998、を用いる。現在まで分布の概要が
把握されていない付属小屋に関して、各報告
書で言及されている事例抽出し、その分布と
傾向を確認したうえで、現地調査を実施すべ
き物件の選定を行なう。 
 
Ｂ：重要物件に関する現地調査 
 Ａの文献調査により、木材利用に工夫が見
られるとみなされる付属小屋について、構法
と木材選択手法の詳細を確認するための現
地調査を行なう。対象地の選定に際しては植
生に応じた気候区分により温暖地域と寒冷
地域に大別する。対象地域における付属小屋
の実測図面を作成し、聞取りにより木材種及
び仕口等の加工法の選択手法を確認する。 
 
Ｃ：木材の選択的利用の手法に関する分析 
現地調査により得られた図面等の資料を

用い、建築物の使用目的に応じた木材種の選
定手法、木材の加工手法について整理する。
それをもとに、最終的な建築構法が完成され
た要因を物理的・社会的要因から検討する。 
 
４．研究成果 
 現地調査は、日本国内に加えて、中国にお
いても実施した。これらの調査地における主
な調査成果について、（１）寒冷地域におけ
る詳細調査、（２）温暖地域における詳細調
査、（３）中国における詳細調査、（４）山陰
地方における基礎調査 に分けて概要を報
告する。 
 
（１）寒冷地域における詳細調査 
(ⅰ)岐阜県飛騨市宮川町種蔵集落 

（板倉・主屋調査） 
 岐阜県飛騨市の山間地域に位置する種蔵
集落においては、伝統的な木造構法による主
屋や板倉が多数残されており、傾斜地を利用
した棚田や段畑とともに独特な集落景観を
形成している。 

  

 
 板倉は、一般的な２階建てのものに加えて、
傾斜地を利用した３層構造（カケヅクリ）の
ものも見られた。１階には穀物、２階には什
器などの家財道具が収納される。倉の立地は、
主屋から離れた「離れ倉」としたものが多く、
一部は群倉となっている。 
 板倉の壁面構成には多くの類型が見られ、

種蔵の板倉     板倉と主屋の配置 



建築年代が古いとされるものから、落し板倉、
貫板倉、土塗板倉が現存する。使用木材種は
クリが一般的であるが、一部にはスギやヒメ
コマツの使用が確認された。 
 主屋の建築形式と比較すると、主屋の古い
とされる形式では屋根は茅葺きで、壁面は貫
の上にクリ板を縦張りしている。土間の一部
には厚 15 ㎜程度の板が横に落とし込まれて
いるものもあり、板倉との類似が見られる。
主屋・板倉ともに、山林資源の豊富な時代に
おいては風雪に強い板で造られたいたもの
が、木材資源の不足と製材技術の発達により
薄板を縦張りするようになり、水田の拡大に
より土を確保することが容易になると土壁
へと変化していく。特に寒冷な地域において
は土壁の傷みが激しいことから、主屋におい
ても板壁が現存している。また、板倉におい
ては主屋と比較して板が厚く、土塗り板倉に
おいても室内側には板が張られている。主屋
と板倉の壁構法の類型を見ると、社会情勢の
変化に応じた基本構成の変化過程は類似し
ているものの、収納を目的とした板倉におい
ては板を多用した構造形式が選択されてい
ることが確認された。 
 
(ⅱ)岐阜県飛騨市神岡町（板倉・群倉調査） 
 神岡町は岐阜県の北東山間部に位置し、種
蔵集落とは山を挟んで隣接している。かつて
は材木の集散地であり、また鉱山の開発によ
り江戸時代より栄えた地域である。盆地に家
屋の建ち並んだ町場を形成しており、多数の
土蔵と板倉が現存している。 

  

 
 板倉の形式は種蔵集落と類似しており、貫
に縦板を張った形式が最も多い。かつては山
上の傾斜地に段畑が広がっており、そこで収
穫された穀物などを収納していた。町中の宅
地内には土蔵が立地し、集落外縁部の傾斜地
には板倉が群倉形式で列状に配置されてい
る。何度かの大火により町が全焼しているた
め、防火対策としての土蔵化と群倉立地が採
用されたものと考えられる。 

土蔵と板倉では収納物に大きな相違はな
いが、裕福な家においては土蔵を所有してい
る。土蔵が多く作られ始めたのは戦前頃であ
る。使用木材は、柱にはクリまたはヒメコマ
ツ、梁にはマツ、壁板はクリが用いられるの
が一般的である。 

町場に多数の板倉と土蔵が混在して現存
している事例は珍しいことから、さらに詳細
な現地調査を行ない、その実態を明らかにし
ていく必要がある。 

 

 (ⅲ)福島県桧枝岐村(板倉・群倉調査) 
 福島県会津地方の最奥部に位置する桧枝
岐村は、かつては豪雪により周囲から孤立し、
平家の落人伝説も残る秘境の地であった。一
時の観光ブームにより多くの建物が建て替
わってしまったが、板倉と集落全体の構成は
かつての面影を保っている。 

  

 
 板倉の基本形式は種蔵などの他地域の形
式に類似しており、一般的な板倉の構造と言
える。収納物は穀物や什器類などである。す
べての板倉が群倉立地となっており、集落内
に７カ所の群倉が見られる。 
 最も古い形式とされるのはログ形式の井
籠倉であり、板厚 70 ㎜程度のヒメコマツ材
を積み重ねることで壁面を構成している。一
般的な貫板倉においては、土台にはクリ、柱
にはスギまたはヒメコマツ、壁板にはヒメコ
マツが用いられる。古い形式の主屋が現存し
ていないため、建築物の用途に応じた建築構
法等の使い分けについては確認できなかっ
た。 
 
（２）温暖地域における詳細調査 
(ⅳ) 熊本県球磨郡五木村 

（高床式板倉・群倉調査） 
 五木村は九州山地の南端に位置し、面積の
多くを急峻な山地が占める山間の高地であ
る。戦前の主な生業は山地で行なわれる焼畑
であり、それに加えて林業と牛馬の生産が行
われていた。 

  

 
 この地域の板倉は寒冷地域のものと異な
り、床高さが比較的高いことが大きな特徴と
なっている。内部には主に雑穀類が保存され
たが、その収納方法は、穂摘みで収穫したヒ
エやアワなどを、床に敷いた蓆の上に直接積
み上げる形式であった。板倉の立地について
は現存事例数が少なく明確ではないが、群倉
立地が確認された。 
 壁面の構成は一般的な貫板倉の形式であ
り、寒冷地域の板倉とも共通している。しか
し、足固めに用いられている仕口や梁組の構
成などにおいては、八丈島や奄美大島、波照
間島との類似が確認され、また茅葺きによる

神岡の板倉       郡倉立地 

桧枝岐の板倉      郡倉立地 

五木村の板倉      郡倉立地 



屋根が板倉において近年まで残ってきた点
も特徴的である。板倉に用いられる足固めの
仕口は主屋において用いられることは無く、
部材の加工方法が明確に異なっている。使用
される木材種は、主屋においては、柱にはス
ギ、梁にはアカマツ、外周部や水回りにはカ
ヤノキが用いられることが一般的なのに対
して、板倉においては入手可能な雑木や古材
を利用するとされており、多様な木材が使用
されているが、足固め材に広葉樹が用いられ
る点は共通していた。五木村にみられる高床
の建築形式は、南西諸島において一般的な高
倉の形式と、本土における板倉の形式をつな
ぐものとして注目される。 
 
(ⅴ) 鹿児島県奄美市 

（高倉・主屋・集落調査） 
 奄美市は九州と沖縄の中間地点の奄美群
島に位置している。文化的には沖縄との共通
点が多く、古い民俗文化が色濃く残っている
地域である。 

  

 
 この地域の倉は「高倉」と呼ばれており、
九州以北の形式とは大きく異なっている。穀
物等は茅葺きで囲まれた小屋裏部分に収納
され、丸柱と足固めで構成される１階にあた
る部分は、実際には収納庫の床下空間である。
高倉は、広い屋敷では宅地内に建てられるが、
集落の外縁に群倉で配置されていたという
伝承が残る地域もあり、現在では大和村に１
箇所のみ群倉が残されている。 
 ４本の丸柱で小屋裏の収納空間を支える
形式が一般的だが、丸柱が６本や９本のもの
などもある。丸柱にはシロアリに強いイジュ
という広葉樹が用いられている。 
 主屋の建築方法はヒキモン構法と呼ばれ
る独特な形式で、高倉の構造とは全く異なっ
ている。足固めと梁に大きな材を用いて井桁
に組み、柱材がそれらの材の交点を突き通す
ことで材を固定するという構造で、台風に耐
える強固な造りとされている。主要な構造部
材にはイジュを用い、雨がかりの柱には水に
強いヒトツバ（イヌマキ）、また足固めには
シイを用いることもある。主屋の構法は強固
な軸組を構成しているのに対して、高倉の構
法は丸柱の間を足固めの貫で固定するだけ
のものであり、万が一強風で倒れた際にも再
建が容易で、火災の際には高倉を引き倒すこ
とで火から守るなど、要求に応じて変形可能
な柔軟な構造となっている。高温多湿地域に
おいて、シロアリに強いイジュという広葉樹
を用いることは共通しているが、用途に応じ
て構法が使い分けられている。 

（３）中国における詳細調査 
(ⅵ) 中国吉林省 延辺朝鮮族自治州 

（校倉式民家・倉庫調査） 
 延辺は中国東北部の朝鮮半島の付け根に
あたる長白山麓に位置し、冬季には非常に寒
冷となる地域である。この地域一帯には、丸
太材を横に積み上げて壁面を構成する校倉
造りの建築が多数見られる。 

  

 
 校倉の建築形式は、現地では井幹式（チン
カンス）と呼ばれており、伝統的な木造構法
である。主屋と各種の付属小屋は、いずれも
井幹式構法で建設される。付属屋には穀物倉
庫と作業小屋、家畜小屋があり、敷地内に配
置されている。 
 井幹式構法はすべての建物に共通して用
いられているが、壁面への土塗りの手法が異
なっている。主屋においては冬季の暖房効率
を上げるために土塗りを厚くし、密閉した空
間を実現している。それに対して倉庫では、
十分な通気を得るために土塗りは行われて
いない。使用される材は主にマツ類であり、
カラマツ、チョウセンゴヨウマツ、エゾマツ
が用いられるが、主屋には比較的太い部材が
用いられ、また、倉庫においてはシラカバ、
ヤナギなどの様々な雑木が用いられること
も多い。 
 
(ⅶ) 中国貴州省岜扒村 

(木造民家・倉庫調査) 
 岜扒（ビャーパー）村は、中国南西部の貴
州省に位置し、比較的温暖な地域である。少
数民族が多い地域であり、岜扒村にはトン族
が居住している。 

  

 
 丸太の柱を建て、それらの間を貫を用いて
縦横に固定していく構法が基本である。使用
される部材は全てスギであり、主屋と付属小
屋の建築構法には大きな差異は見られない。
トン族においては鼓楼と呼ばれる高層の塔
や、風雨橋と呼ばれる装飾された屋根付きの
木橋も見られるが、これらにおいても、装飾
により構造は複雑になるものの、基本的な構
成原理は共通しており、用途に応じた構法の
相違は明確ではなかった。 

奄美の高倉       郡倉立地 

延辺の主屋       穀物倉庫 

岜扒村の主屋      穀物倉庫 



（４）山陰地方における概要調査 
(ⅷ) 島根県隠岐（舟小屋調査） 
 隠岐諸島は島根半島の北に位置しており、
隠岐の島町（島後）には多数の舟小屋が残さ
れている。 

  

 
 舟小屋に関する報告の多い地域であるが、
報告の見られない集落を含めて、多数の舟小
屋が現存していることが確認された。 
 
(ⅸ) 島根県松江市東出雲町（干柿小屋調査） 
 東出雲町畑地区は干柿の産地であり、室内
に柿を吊るして干すための柿小屋が多数建
設されている。 

  

 
 ２～３階建ての木造建築で、外周部のほぼ
全てをサッシ等を用いた開口としている。建
設年代が古いと思われるものもあり、特徴的
な付属小屋として注目される。 
 
(ⅹ) 島根県邑南町日貫（神楽殿調査） 
 邑南町は島根県中心部の山間に位置して
いる。集落内で神楽を行なうための神楽殿が
残されている。 

  

 
 内部には柱で囲まれた舞台が設けられて
おり、神楽のための装飾が施されている。既
往の報告の見られない舞台建築として、周辺
地域を含めた調査を行なう必要がある。 
 
(ⅺ) 島根県安来市（舟小屋調査） 
 安来市は、宍道湖と並ぶ湖である中海の南
岸に位置している。中海にそそぐ河川沿いに
は、シジミ漁を行なうための舟のための舟小
屋が建ち並んでいる。 
 水に浮かべた舟の上部を覆う形式の舟小
屋であり、川沿いの主屋から舟小屋に通じる
階段や板による通路が設けられている。 

  

 
 以上により、各地の付属建築物に関する現
地調査を実施し、建築構法や使用木材種を確
認することでその特性を検証することがで
きた。また、伝統的建築物の調査事例の少な
い山陰地方において、基礎的な調査を実施す
ることにより、特徴的な付属建築物の現存状
況を確認することができ、今後の調査の進展
へと繋げることができた。 
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